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【概要】 

幹細胞医療研究室では、ご理解をいただいた患者様の各種検体よりヒト iPS 細胞（人工多能性

幹細胞）の作製・樹立と、神経幹細胞（神経系細胞を供給する能力を持つ幹細胞）への分化誘導

を行い、再生医療や薬剤毒性評価系の構築に向けた技術開発を中心とした研究を実施しています。

また、当センター脳神経外科及び再生医療研究室と共同で、グリオーマ腫瘍の遺伝子解析と新規

腫瘍マーカーの探索を実施しています。 

 

【研究テーマ】 

１．ヒトiPS細胞樹立と作製方法の改良 

iPS 細胞は、誘導に使用した細胞ソースや作製方法により、がん化のリスクなど安全性に大き

な差があることが知られています。通常使用されている線維芽細胞のほか、胎盤組織由来細胞や

血液細胞など提供していただいた各種の細胞検体を使用し、iPS 細胞ソースの探索と、動物由来

成分を用いない樹立・培養法の開発を行い、再生医療への応用を想定した iPS 細胞の作製の検討

を行っています。 

 

２．ヒト iPS細胞の品質評価 

 当センターで作製したヒト iPS 細胞は、RT-PCR 法、免疫細胞染色法、フローサイトメトリ

ー解析等の遺伝子発現解析や、染色体異常やクロマチン構造等のゲノミクス解析等の詳細な品

質検査を行っています。更に他施設と連携し、免疫不全マウスへの移植による奇形腫形成能（分

化多能性）の確認を行い、iPS 細胞の分化能や、安全性についても確認を行っています。 

 

３．ヒト iPS細胞由来神経幹細胞の作製と培養法の検討 

 iPS細胞は様々な系統の細胞に分化する能力を持ちますが、個々のクローンにより分化能や

分化指向性が異なる事が示唆されています。医療への応用の他、神経毒性評価系の構築を目指

し、神経系への分化に適した iPS 細胞クローンの選択及び、効率的に分化を誘導する方法の研

究・開発を実施しています。 

 

４．グリオーマ患者の摘出手術検体の遺伝子解析と新規腫瘍マーカーの探索 

 ご提供いただいたグリオーマの摘出腫瘍組織を用い、発症原因や予後との関連が示唆される

遺伝子異常の検査を実施しています。また腫瘍組織から樹立・培養に成功したグリオーマ由来

細胞の生物学的特性解析を行い、新規腫瘍マーカーの探索を行っています。 
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